
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の気持ちをうまく話せない。 

はやく考えるのは得意じゃない。 

パパやママや先生には、わからないことってないんだろうか。 

ちょっぴり不器用なコブタくんの思いを描いた物語です。 

（ネットより抜粋） 

これは絵本ですが、この本の帯にある通り、 

「大切な人に、大切な自分に贈りたい “大人の絵本”」です。 

かつて子どもだった私達大人は絶対にわかるはずです。 

わからなくてはいけません。いつの間にか忘れていた繊細な 

気持ちを思い出し、心がぎゅうううってなります。 

 

そして読んだ後には、表に出せない子どもの気持ちをしっかりと 

汲み取り、もっと寄り添うようにしたいと思わせてくれます。 

:;(∩´﹏`∩);: 

本の最後の最後までページを見逃さないでくださいね♪ 


